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　高校の校舎兼管理棟の本施設は、RC 造や鉄骨造では工費
が嵩むことに加え、木の温もりのある校舎にしたいという
事業主の希望からツーバイフォー工法が採用されました。
スタッド、床合板、野地合板には地域材の「びわ湖材」が
使用されました。2階大教室を最大スパン7.3m の無柱空間
とするために屋根はネイルプレートトラス、床は I 型ジョ
イストの高性能床組システムを採用。カフェのようなデザ
インのロビーや職員室、学年に関係なく使える大教室など、
自分のペースで学べる通信制・単位制の学校らしく、既成の
概念にとらわれない空間づくりが行われました。

進化するツーバイフォー
施設系建築事例 39 校舎

所在地：�滋賀県東近江市
用途：�学校
構造：枠組壁工法〔準耐火構造〕
階数：2 階建て
敷地面積：1,380.31㎡
建築面積：192.25㎡
延床面積：331.52㎡

設計・監理：㈱北村総合設計事務所
構造設計：㈱横山設計
建方工事・構造材供給：㈱シガウッド
施工：㈱木屋町工務店
工期：2023 年 7 月～ 2024 年 3 月
法規制：一種住居地域、準住居地域

（建蔽率 60％、容積率 200％）

司学館高等学校校舎DATA

屋根にはネイルプレートトラス
を採用。

スタッドには「びわ湖材」を使用。2 階
床に I 型ジョイストが採用された。

1F 平面図

２F 平面図

最大スパン 7.3mの無柱空間を大教室に

地域材を利用した木造校舎

左：木造であることを外観の
意匠に表現。隣の校舎との往
来のため、庇を深くとった。
右上：広い空間が確保された
2 階大教室。右下：木を多用
した受付・ロビー。生徒たち
が相談に来やすい親しみのあ
るデザイン。

建築現場に関心を寄せる
女子大学生のチャレンジに協力

昭和女子大学「ツーバイフォーで茶室を昭和女子大学「ツーバイフォーで茶室を
建てよう 建方実習 2024」建てよう 建方実習 2024」2024/8/1•2•5

当協会が建築を学ぶ学生を対象にした広報活動「学生向けプログラム」への取り組みを始めて 10 年になります。
当初より出前講座等を継続的に実施していただいている昭和女子大学から2017 年以来 2度目の建方実習への協
力依頼があり、「ツーバイフォー50周年事業」の一環として、また建設業における女性のキャリア形成の一助にな
ればとも考え、参画しました。18 名の学生がこのプロジェクト型学習に応募し、建方を体験しました。
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―― 建方実習を行う意義をどのように	
感じていらっしゃいますか。

授業で1/100ぐらいの模型はつくりますが、
実寸の大きさを目の当たりにしないと得ら

れない皮膚感覚というものがあります。実際に使
われる材料を使って、現場で働いている方が直に
教えてくれるこの貴重な機会は、学生に伝わるも
のが大きいと思っています。

実習で得た経験が、将来のキャリアにつながる一 
助となればと考えていますし、学生にもこの体験が
ラッキーであることを感じてほしいと願います。

―― なぜツーバイフォー工法を実習の題材に	
選ばれたのでしょうか。

北米で発達したツーバイフォー工法で茶室
をというのは意外な取り合わせのようです

が、スキルがない学生が３日で何かを建てること
は他の工法では不可能。でも、ツーバイフォーな

ら本物の建物が完成するからです。
「平屋の建物」をつくった2017年の実習は参加

者にとって素晴らしい体験でしたが、後日「何を
建てたんだっけ？」という声も聞かれたので、目
標設定が必要だと気がつきました。三畳ぐらいの
独立した建物を探して千利休がつくったといわれ
る茶室「待

たい

庵
あん

」を思いつきました。

―― 建築を学ぶ女子学生の進路について	
教えてください。

本学科の卒業生は、設計やインテリア・設備
系に加えて最近では施工・管理部門にも進出

しています。
　女子大の学生というとお嬢さんのイメージがあ
りますが、彼女たちは「自分たちでどうするか」
をまず考えるので、意外とたくましいです。学生
を採用する企業の方々には男女問わず、ぜひ個々
の人材の適性を見ていただきたいと思います。

昭和女子大学では、今年度、前・後期各 1 回の出前講座と今回
の建方実習の計画があり、7 月にはカナダ林産業審議会日本代表
ショーン・ローラー氏を講師として “Global Wood design” をテー
マに英語で講義を行いました。講義後には英語での質疑応答の場
面もあり、英語の講義に関心を示す学生も多く見られました。

中山榮子教授

昭和女子大学
環境デザイン学部
環境デザイン学科

Interview

この実習を企画された中山先生に
お話をうかがいました。
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ツーバイフォーについて学ぶ出前講座も開催

https://www.shigawood.com/

